
希望あふれる新年に向かって 
校長 谷口 達哉  

今年も残すところあと僅かとなりました。厳しい残暑から始まり、夏･秋･

冬の３つの季節を駆け抜けた２学期が、明日で無事に終わります。 
２０２１年を振り返ると、感染症対策にも柔軟に適応し、新しい生活様式

に順応していく子供たちの姿に安堵するとともに、頼もしさと成長を実感し

た１年間でした。さまざまな面で子供たちを支えてくださった保護者･地域

の皆様に、心より感謝申し上げます。 
さて、子供たちが楽しみにしている冬休み

は、「年末･年始」の伝統行事に出会う絶好

の時期となります。 
マナー・デザイナーとして有名な岩下宣子

さんの「四季の暮らしの心得帳」に、行事や

物事の由来等があったので紹介します。 
大晦日の『除夜の鐘・１０８回』は、仏教思

想に基づく「煩悩の数」を表しているとよく言

われています。他にも、「月の数１２と節気の

数２４と候の数７２を足した数」という説や、

「４×９（四苦）と８×９

（八苦）を足して、四

苦八苦を取り除く」と

いう説もあります。鐘

の音には、人間の苦

しみや煩悩を断ち切

る力があると考えら

れていたようです。 
また、正月は１年の大切な節目であり、新

しい年の豊作を願って準備されてきました。

正月飾りは、縁起を担いで２９日（二重苦）と

３１日（一夜飾り）を避けて飾ったそうです。 
初夢に縁起がよいとされる「一富士、二

鷹、三茄子」には諸説ありますが、「富士＝無

事、鷹＝高い、茄子＝成す」に掛けたものと言

われています。 
悪い夢を見た時は、南天の木を揺すると

「難が転ずる」ため、悪事が祓われると言わ

れていたそうです。 
季節の行事や風習には、さまざまな思いが

込められた、日本人が培ってきた「生き方」が

表されていると感じます。 
よく、迷信だとか非科学的だと言われる方

もありますが、まさしく日本の伝統文化であ

り、私たちのＤＮＡに長年刻み込まれた精神

文化だと考えます。 
学校でも、今年１年間を振り返るとともに、

夢や願いをもって新年を迎えられるように準

備していきたいと思います。 
さて、来年こそは、皆

でコロナ禍を乗り越え

て、希望あふれる年にし

たいものです。当たり前

であるはずの、「明るく

楽しい生活を謳歌でき

る日々」になることを期待しています。 
来たる年が、皆様にとりまして、よりよい年

となりますことを祈念します。 
新年も、変わらぬご理解とご協力を 
よろしくお願いします！ 
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◎ １月の行事予定 
 １日（土） 元日 

１０日(月) 成人の日 

 １１日（火） 第３学期始業式 地区別活動 

 １２日（水） 職員会議  

 １３日（木） 委員会活動 

 １９日（水） 職員研修日 

 ２０日（木） クラブ活動・SC訪問日 

 ２６日（水） クラブ活動 

 ２７日（木） 中学校体験入学・保護者説明会 

            

 ～ 地域の先生にお世話になっています ～    今年度もコロナ渦には変わりありませんが、対策を取りながら、昨年度よりも多くのゲストティーチャーに授業を
サポートしていただいています。専門性を持った方のご指導は、一層授業を充実させます。子供たちを地域に関わ

る方々と共に育てていくことができる学校でありたいと思います。繋がりを大切にし、整理しながら、様々な活動を

行っていきます。（下の写真は、その一部紹介です。） 

☆八東小ホームページ “ほぼ毎日・更新中” 

 https://cmsweb2.torikyo.ed.jp/hatto-e2/ 

 ～ 冬支度 進めています ～ 
 雪が積もり、冬本番の時期を迎え

ています。体育館へ続く渡り廊下に

は、少しでも雪が入り込まないよう

にネットを張りました。（それでも

寒いですが…）また、外側にある蛇口には、タオルと緩衝材

を巻いたところです。昨年度は、１月に校舎裏側の手洗いが

凍結して破裂してしまいました。今年度は、「不凍水栓柱」

という凍らない仕組

みの物を設置してい

ただきました。 

 冬季休業期間・新型コロナウイルス感染症対応について 
 児童、または保護者に、新型コロナウイルス感染症が疑

われる時や陽性者・濃厚接触者・その他の接触者になっ

たときは、学校にご連絡ください。  

      緊急連絡先 080-1937-3197 

 マスク着用、手洗い、うがいなど徹底しましょう！ 

 おめでとうございます！！ 
鳥取県畜産ふれあい祭「家畜の絵コンクール」  ☆ 優良賞  １年   表 諒真  ☆ 優良賞  １年   田淵 悠真 
鳥取県科学研究  ☆ 優秀賞  ４年   中田 志和 
「トンボが羽化するコンクリート水路の秘密」  ～東部地区に引き続き、県でも賞を受賞～ 

ＩＣＴ支援員訪問日 
１／１１、１８、２６ 

 ２月１７日（木） 
参観日です。（午後） 

～ マルイ寄附金 いただきました ～  マルイ様より寄附をいただき、町教育委員会
を通して受け取りました。 

 金額 33,342円です。 

 ありがとうございました。有

効活用させていただきます。 ３年音楽 坂本さん ４年道徳 人権擁護委員さん ６年社会 安住さん ６年総合 郵便局石川さん 
～ １年生と６年生で ナメコとヒラタケの植菌 ～  JAいなば八東支店さんのご指導の下、１年生が穴にき
のこの菌を差し、６年生が埋め込み

ました。ナメコやヒラタケが収穫で

きるのは、２年以上先だそうです。１

年生が３年生になった頃に、様子を

みながら収穫する予定です。 

https://cmsweb2.torikyo.ed.jp/hatto-e2/

